


川野 彩伽 さん長田 唯人 さん

高橋 紗久果 さん日髙 一歩 さん

　　　　　 古市 将治 さん
　　　　　 古元 あすか さん



　

１
月
７
日
（
日
）、
平
成
30
年
西
之
表
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、

西
之
表
市
消
防
団
、
西
之
表
消
防
署
な
ど
関
係
者
約
３
０
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
西
之
表
市
消
防
団
福
井
清
信
団
長
が
、「
い
つ
、
ど
こ

で
、
何
が
起
き
て
も
対
処
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
市
民
の
安
心
、
安
全

を
守
れ
る
よ
う
訓
練
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
八
坂
神
社
か
ら
市
民
体
育
館
の
間
を
現
和
分
団
の
ラ
ッ
パ

隊
の
音
色
に
合
わ
せ
て
市
中
行
進
。
市
民
体
育
館
駐
車
場
で
は
、
住
吉

分
団
に
よ
る
規
律
訓
練
や
現
和
分
団
に
よ
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
が

披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
は
、
整
っ
た
隊
列
や
機
敏
な
動
き
に
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

西
之
表
幼
稚
園
の
園
児
ら
で
構
成
さ
れ
た
「
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
は

消
防
車
と
綱
引
き
し
、
た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
見
事
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。
ま
た
、
出
初
式
恒
例
の
分
団
対
抗
水
出
し
競
技
で
は
、
伊
関
分

団
が
優
勝
。
大
迫
力
の
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
内
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
防
災
へ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
消
防
関
係
者
な
ど
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
左
に
記
載
）。

　

住吉分団規律訓練現和分団小型動力ポンプ操法

水出し競技一斉放水

市中行進

幼年消防クラブ



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11111
24

自動車運転席からの死角を体験する様子

12
３
12222
３３３

〔幼児の部〕
2位 中村颯
3位 沖田あかり
〔小学 1年の部〕
3位 德永茉優（榕城）
〔小学 2年の部〕
3位 伊豆元七海（住吉）
〔小学 3年の部〕
優勝 牛嶋康太（榕城）
3位 德永絆里（榕城）
3位 柳田千寿（榕城）
〔小学 5年の部〕
2位 名越楓人（榕城）
3位 柳田琉星（榕城）
〔小学 6年の部〕
3位 石山昴（下西）

121222
３

11111
27

kg



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

121222
15

121222
９

1212222
10

121222
９

パラグアイ原産のマテ茶を試飲する児童たち

西町公民館前をスタートする女子長距離走大会出場選手



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

1212222
19

1212222
26

121222
24

1212222
15～
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第129弾

種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

▲恒川拓希さん（下西校区へ配属）

1212222
１・

７

▲川越麗子さん（古田校区へ配属）

１１１
５



　
「
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

（
個
人
分
）」
で
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
商

品
券
へ
の
交
換
手
続
き
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
一
定
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
集

め
た
方
は
、
期
間
内
に
包
括
支
援
係
ま

で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手
帳
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
及
び
手
帳
は
、
ポ
イ
ン
ト
数

を
確
認
し
、
そ
の
場
で
お
返
し
し
ま
す

の
で
、
来
年
度
も
引
き
続
き
ご
使
用
下

さ
い
。（
実
績
確
認
後
の
交
換
に
満
た

な
い
ポ
イ
ン
ト
数
は
、
翌
年
度
に
繰
越

さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
年
度
ご
提
出
く
だ

さ
い
）

※
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手
帳
の
両
方
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

緒
に
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

【
受
付
締
切
】
平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）

【
交
換
対
象
】

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
…
10
ポ
イ
ン
ト
以
上

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
…
５
ポ
イ
ン
ト
以
上

※
提
出
は
代
理
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
商
品
券
の
発
行
は
３
月
下
旬
の
予
定
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
健
康
保
険
課
包
括
支
援
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
６
５

　

所
得
税
、
個
人
の
消
費
税
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
申
告

に
必
要
な
帳
簿
の
記
帳
方
法
で
お
困
り

の
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

南
九
州
税
理
士
会
種
子
島
支
部
（
西

之
表
市
の
全
税
理
士
加
入
）
で
は
、
左

記
の
と
お
り
申
告
・
納
税
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。（
１
回
30
分

程
度
。
要
予
約
）

　

こ
の
機
会
に
、
専
門
家
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
実
施
期
間
】２
月
１
日（
木
）〜
28
日（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
実
施
場
所
】
南
九
州
税
理
士
会
種
子
島

支
部
の
各
税
理
士
事
務
所
（
左
表
参
照
）

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
税
理
士
に
事
前

に
必
ず
連
絡
し
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
理
士
に
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘

密
を
守
る
義
務
（
守
秘
義
務
）
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】
所
得
税
及
び
個
人
の
消
費

税
に
関
す
る
相
談
、
電
子
申
告
・
納
税

に
関
す
る
相
談

【
報
酬
】
申
告
・
納
税
に
関
す
る
相
談
は

無
料
。（
１
回
30
分
程
度
）

※
た
だ
し
、
具
体
的
に
申
告
書
等
（
申

告
書
、
決
算
書
、
帳
簿
）
の
作
成
を
依

頼
さ
れ
る
場
合
は
有
料
。
電
話
予
約
さ

れ
る
際
に
、
各
税
理
士
事
務
所
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

南九州税理士会種子島支部会員
　　　　　　（西之表市のみ）
税理士氏名 電話番号

廣田　久人 23‐3223

西田　陽一 23‐6011

前田　光範
22‐0633

前田　麻里

田添　祐一 22‐1879

　

平
成
29
年
度
の
宝

く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用

し
、
種
子
島
鉄
砲
太

鼓
保
存
会
が
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

各
地
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
と
地
域
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
破
れ
て
い
た

太
鼓
の
修
繕
と
、
新
た
に
太
鼓
、
バ
チ
、

専
用
立
ち
台
等
を
整
備
し
、
今
後
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、

活
動
の
工
夫
と
推
進
を
図
り
な
が
ら
過

疎
・
高
齢
化
に
負
け
な
い
力
強
い
地
域

づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
支
援
課
協
働
推
進
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
４

《
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
期
間
》

●
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　

２
月
16
日
（
金
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　

２
月
16
日
（
金
）
〜
４
月
２
日
（
月
）

●
贈
与
税

　

２
月
１
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

　

期
限
内
の
申
告
と
納
税
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
告
期
限
間
近
に
は
、
申
告
相

談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成

し
た
確
定
申
告
書
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
や
、
印
刷
し

て
所
轄
税
務
署
へ
郵
送
等
で
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署

　

℡
２
２
‐
０
４
４
０

　

http://w
w
w
.nta.go.jp



　平成 29年産 ( 今期 ) サトウキビの集荷が 12月 15 日（金）から始まりました。今期の見込み収量は、
相次ぐ台風（5・18・21・22 号）の影響を受け、10ａ当たりの収量は 5,050kg を見込み、糖度も低く、
大変厳しい結果が予想されています。

( 表 1)　サトウキビ収穫面積の推移　　(29 年産は見込）

年　産 栽培戸数
( 戸 )

収穫面積
(ha)

10a 当収量
(kg/10a)

生産量
(t)

19 991 713 7,074 50,440
20 936 755 7,272 54,903
21 909 783 7,270 56,924
22 888 815 6,821 55,595
23 900 844 5,744 48,476
24 894 841 5,345 44,949
25 855 807 6,201 50,045
26 808 782 4,895 38,282
27 744 693 4,544 31,488
28 683 653 6,271 40,952
29 622 598 5,050 30,181

収
穫
面
積
が
急
減 

最
高
時
の
70
％

　

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

は
、
平
成
25
年
産
ま
で
は
、
収
穫
面
積

８
０
０
ha
台
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
26
、
27
年
産
か
ら
は
、

気
象
条
件
等
の
影
響
や
高
齢
化
に
伴
う

急
速
な
生
産
者
の
減
少
や
管
理
不
良
等

で
低
単
収
が
常
態
化
し
つ
つ
あ
り
、
26

年
産
以
降
は
、
生
産
者
・
収
穫
面
積
と

も
に
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
が
続
く
と
、
製
糖
会
社
の

存
続
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
生
産
者

の
意
向　

縮
小
・
中
止
が
30
％

　

今
後
、
増
産
体
制
に
持
っ
て
行
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
10
月
、
本
市
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

者
を
対
象
に
市
農
林
水
産
課
が
実
施
し

た
「
平
成
29
年
度
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
で
ん

粉
か
ん
し
ょ
農
家
意
向
調
査
」
に
よ

る
と
、
回
答
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

者
５
０
５
戸
の
う
ち
「
５
年
間
は
現
状

維
持
」
は
２
８
２
戸
（
58
％
）「
栽
培

面
積
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
は
60
戸

（
12
％
）
で
し
た
。

　

一
方
、「
高
齢
だ
か
ら
」
や
「
儲
か

ら
な
い
」
を
理
由
に
「
５
年
間
で
少
し

ず
つ
減
ら
し
て
い
く
」
と
答
え
た
の
は

98
戸
（
20
％
）、「
今
後
５
年
以
内
で
栽

培
を
止
め
る
」
と
答
え
た
の
は
、
47
戸

（
10
％
）
で
し
た
。

　

収
穫
面
積
が
減
少
す
る
中
、
今
後
、

規
模
縮
小
あ
る
い
は
中
止
を
志
向
す
る

約
３
割
の
方
々
の
動
向
が
い
か
に
大
き

く
、
重
要
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
か
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
ト
ッ
プ
や
バ

カ
ス
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い
畜
産
経

営
に
と
っ
て
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
面
積

の
減
少
の
痛
手
は
大
き
く
、
農
業
全
体

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
、
事
態
は
極
め

て
重
大
で
す
。

　市内の栽培面積は、生産者の高齢化や気象災害による収量・品質
の不安定化などが影響して、減少の一途をたどっています。サトウ
キビの現状を踏まえ、生産者をはじめ行政・農協・製糖会社など関
係機関が一体となって、単収向上の取組や作業受託組織の育成など
持続可能な生産体制を推進する必要があります。



①
栽
培
面
積
の
維
持
と
原
料
の
処

理
量
の
確
保

　

農
家
経
営
の
発
展
と
製
糖
工
場
の
安

定
的
な
操
業
を
図
る
た
め
、
収
穫
面
積
・

生
産
量
を
確
保
す
る
。（
種
子
島
全
島
で

栽
培
面
積
２
５
０
０
ha
を
目
標
）

②
大
規
模
経
営
体
（
受
託
組
織
等

も
含
む
）
の
育
成
と
農
地
集
積
を

加
速

　

急
速
な
生
産
者
減
少
に
対
応
す
る
た

め
に
、
大
規
模
経
営
体
（
受
託
組
織
等

も
含
む
）
の
育
成
と
農
地
集
積
を
加
速

さ
せ
、
市
農
業
振
興
公
社
と
連
携
を
図

り
つ
つ
、
多
様
な
担
い
手
で
大
部
分
を

担
う
生
産
構
造
の
確
立
を
図
る
。

③
早
急
な
単
収
回
復

　

堆
肥
な
ど
有
機
物
の
投
入
、
心し
ん
ど
は
さ
い

土
破
砕

（
※
１
）
や
土
層
改
良
等
に
よ
る
地
力
回

復
に
よ
る
単
収
向
上
を
図
る
。

④
早
急
な
品
種
構
成
の
見
直
し

　

機
械
化
や
気
象
変
動
・
病
害
虫
の
リ

ス
ク
に
対
応
し
た
品
種
構
成
を
目
指
す
。

⑤
情
報
連
絡
・
指
導
体
制
の
強
化

　

気
象
災
害
の
多
発
、
メ
イ
チ
ュ
ウ
等

の
病
害
虫
の
増
加
、
新
た
な
品
種
導
入

に
よ
る
栽
培
技
術
の
変
更
に
対
応
す
る

た
め
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
８
」
の
強

化
を
図
る
。

１ 

種
苗
確
保
の
推
進

◎
種
苗
助
成
…
種
苗
用
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

買
上
げ
、
調
苗
作
業
（
※
２
）
に
か
か

る
経
費
の
５
／
６
を
助
成
。

◎
新
植
作
業
委
託
料
助
成
…
公
社
へ
委

託
す
る
植
付
マ
ル
チ
作
業
（
※
３
）
に

か
か
る
委
託
料
の
２
／
３
を
助
成
。

２ 

土
づ
く
り
の
推
進

◎
深
耕
作
業
委
託
料
助
成
…
公
社
へ
委

託
す
る
深
耕
作
業
に
か
か
る
委
託
料
の

２
／
３
を
助
成
。

◎
土
壌
改
良
資
材
等
の
購
入
助
成
…

「
ケ
イ
カ
ル
」、「
苦
土
重
焼
り
ん
」
な
ど

の
土
壌
改
良
資
材
の
購
入
費
の
２
／
３

を
助
成
。

３ 

適
期
肥
培
管
理
作
業
の
推
進　

◎
殺
虫
剤
等
の
購
入
助
成
…
メ
イ
チ
ュ

ウ
類
防
除
農
薬
の
購
入
費
の
２
／
３
を

助
成
。

◎
新
植
用
マ
ル
チ
の
購
入
助
成
…
新
植

用
マ
ル
チ
購
入
費
の
２
／
３
を
助
成
。

※
１
…
畑
の
排
水
性
と
保
水
性
を
改
善
す
る

た
め
に
、
硬
く
締
ま
っ
た
土
層
に
亀
裂
を
入

れ
る
こ
と
。

※
２
…
苗
を
作
る
作
業
。

※
３
…
植
え
付
け
後
無
色
透
明
の
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
で
覆
う
こ
と
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
本
市
の
基
幹
作
物

と
し
て
畜
産
や
園
芸
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
の
中
で
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
項
目
を
改
め
て
一
つ
ず
つ

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
生
産
回
復
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

　

生
産
者
と
関
係
機
関
・
団
体
が
さ
ら

に
力
強
く
結
集
し
、
農
業
経
営
や
地
域

経
済
の
大
切
な
柱
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
」
振

興
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

平成 29年度種子島さとうきび生産者振興大会の様子

□土づくり
 　堆肥（2ｔ /10 ａ）・土壌改良資材を投入する。

□輪作体系の推進
　でん粉原料用甘しょ等との適正な輪作を実施する。

□生育量の確保
　春植の植え付け期は、2月～ 3月中旬とし、必ず
ポリ被覆を行う。
　なお、10 月以降に秋植えをする場合、必ずポリ被
覆を行う。　
　株出ほ場は、根切り排土（根を切り、脇の土を反
転する）の管理作業を早めに行い萌芽を促進する。

□適切な品種構成
　特性を生かした品種を組み合わせて、リスク回避
に対応する。

■問い合わせ先
　市農林水産課営農振興係
　℡２２‐１１１１内線２４７/２４８



　現在使用中のアナログ防災行政無線は、平成 13年１月の運用開始から 17年が経過し、設備の老朽化に
より故障等が多く、市民の皆様にはご迷惑をおかけしています。
　そのため、市では新しい防災情報配信システムの再整備に向けた準備を進めており、現在のアナログ防
災行政無線の使用は、平成 31年３月 31日をめどに終了する予定です。防災行政無線の更新、取り替えに
ついては随時お知らせします。

平成 13 年 1月～平成 31 年 3月 平成 31 年 4月～新しい受信機

　設備の老朽化により、「雑音がする、聞こえない、
電源が入らない」といった障害が多くなっていま
す。

現在のｱﾅﾛｸﾞ防災行政無線 《放送終了》解体撤去作業

新しい防災情報配信システム 整備期間 運用開始

※新しい受信機は、現在と同様に無料で、市から各世帯に１台貸し出す予定です。

または

▲

平成 13 年 1月～ 平成 30 年 4月～ 平成 31 年 4月～

■問い合わせ先
　市総務課防災消防係　℡２２‐１１１１内線２０５/２０６

　新しい防災情報配信システムは、「ポ
ケットベル」の電波を使用したもので、
現在の防災行政無線より電波が強く、
市内の電波が入りにくい地域が解消さ
れる効果が期待されています。

※写真はイメージです。



　現在のアナログ防災行政無線に替わる新しい防災情報配信システムは、「ポケットベル」の電波を使用
した「280 Ｍ Hz デジタル同報無線システム」です。

280MHz（ポケットベルの電波）の特徴
　より遠く（到達性）、より確
実に（受信性）、建物内でもよ
く電波が入る（浸透性）という
特性があります。そのため、難
聴地域の解消が期待されます。

受信機で音声合成
　このシステムは、人の声で伝
えるのではなく、パソコンで入
力した文字情報を無線で発信
し、受信機で機械合成音声に変
換して、情報を放送します。

防災ラジオ
　重要度が高いメッセージは、最
大音量でお知らせすると同時に赤
色ランプが点灯し視覚でもお知ら
せします。通常のＡＭ／ＦＭラジ
オとしても使用できます。

●防災情報だけでなく行政情報等の配信が可能です。
●集落単位での情報配信が可能です。
●聴覚に障害をお持ちの方が情報を確認できるように文字表示付の受信機があります。

　現在各世帯に配布している防災行政無線の戸別受信
機は、市から無料で貸し出しているものになっていま
す。
　空き家などで今後 1年間、住む見込みのない家など
に戸別受信機がありましたら、むやみに捨てたり、燃
えないゴミなどに出さずに、必ず市総務課防災消防係
まで返してください。
　市役所まで来られない方は、市総務課防災消防係
（22-1111）へご連絡ください。

各世帯に設置している防災行政無線の戸別受信機

ポケットベルの電波（文字
情報）を受信
※市からの防災・行政情報、
集落などからの情報

市・集落などからの放送時
白色ライト点灯
※緊急時は赤色ライト点灯

防災ラジオで音声を作り放
送（機械合成音声）
※機械合成音声で情報を伝
える

通常のラジオ電波を受信
※災害ニュースや生活情報
などのさまざまな情報

通常のラジオ放送を聞く
※通常の FM・AM ラジオ
放送を聞くことができる
（ただし、通常のラジオ放送
が聞き取りにくい地域、場所
によっては聞こえない地域も
あります）

新しい防災行政無線の防災ラジオ
※写真はイメージです。



　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時

点
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
（
農
耕
用
含
む
）
な
ど
の
所
有

者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
等
の
手
続
き

を
し
た
場
合
で
も
、
１
年
分
の
税
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
車
、名
義
変
更
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

解
体
、
使
用
不
能
ま
た
は
紛
失
等
の

場
合
は
、
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
軽
自
動
車
の
解
体
に

つ
い
て
は
、
解
体
が
済
ん
で
も
、
軽
自

動
車
協
会
で
の
廃
車
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
た
め
、
解
体
後
も
課
税
さ
れ
る

と
い
っ
た
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

転
売
、
譲
渡
ま
た
は
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
名
義
変
更
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

転
出
転
入
等
で
西
之
表
市
内
で
使
用

し
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
化
に
よ
る
軽
課
・
重
課

《
軽
課
》
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
の

適
用
期
間
が
、
２
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で
に
新
車
で
新
規
登
録
し

た
車
両
が
、
一
定
の
環
境
性
能
基
準
を

満
た
す
場
合
、
登
録
の
翌
年
度
分
に
限

り
、
軽
課
税
と
な
り
ま
す
。

《
重
課
》
平
成
16
年
３
月
31
日
以
前
に
新

車
で
新
規
登
録
し
た
（
13
年
経
過
）
車

両
に
つ
い
て
は
、
概
ね
20
％
の
重
課
税

と
な
り
ま
す
（
一
部
対
象
外
）。

納
期
限
は
５
月
31
日
（
木
）
で
す

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31

日
で
す
。
納
税
通
知
書
は
、
５
月
上
旬

に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※廃車や名義変更の手続きは、下記で行ってください。

軽自動車種別 受付窓口または問い合わせ先
原動機付自転車
（125cc 以下） 西之表市役所税務課市税係

℡ 22-1111 内線 233・229小型特殊自動車
（農耕作業用も含む）
軽二輪（125cc 超～
250cc 以下の二輪車）

全国軽自動車協会連合会
鹿児島事務所
℡ 099-261-4011
〒 891-0131

鹿児島市谷山港 2丁目 4-42
※行政書士等に依頼することも

可能です

軽三輪
二輪の小型自動車

（250cc を超える二輪車）
軽四輪

③希望調査票の提出①希望調査票の配布 ②調査票の記入
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

　

℡
２
４
‐
３
２
３
３ 【対象】

男性 ４０歳以上
女性 ２０歳以上
( 平 成 31 年 3 月
31日到達時年齢 )

　受診したい検診に
必ず「○」印をして
ください。（印がない
とお知らせや受診票
が届きません）希望
しない方は受診しな
い理由に「○」

　希望する方も、し
ない方も提出してく
ださい

各世帯に配布
されます

行政連絡員
の方に渡す

保健センター
へ直接提出

または

2月 28 日（水）までに
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
実
施
日
の

約
３
週
間
前
に
案
内
を
送
付

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課
市
税
係

℡
２
２
‐
１
１
１
１　

内
線
２
３
３
／
２
２
９

【
対
象
者
】
○
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
、２
、

３
級
）、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
、

２
級
）、療
育
手
帳
（
A1
、A2
）
を
お
持
ち
の
方
、

障
害
年
金
（
１
、２
級
）
を
受
け
て
い
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
を
お
持
ち
の

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
音
声
機
能
、
言
語
機
能
ま
た
は
そ
し
ゃ

く
機
能
の
著
し
い
障
害
の
あ
る
方

・
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
方

・
一
下
肢
の
下
腿
の
１
／
２
以
上
欠
く
方

・
一
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
の
あ
る
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担

割
合
が
１
割
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
加
入
中
の
健

康
保
険
ま
た
は
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は

当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

　

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
障
害
の
程

度
を
証
明
す
る
も
の
（
手
帳
な
ど
）、
印

鑑
（
認
印
可
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
認
定
後
、
74
歳
ま
で
の
間
は
、
こ
の

認
定
を
取
り
下
げ
る
た
め
の
申
請
も
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
習
慣
病
や

が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目

的
に
、
各
種
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
30
年
度
の
調
査
票
を
行
政

連
絡
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

本
会
は
、
小
規
模
校
の
抱
え
る
課
題

と
改
め
て
真
剣
に
向
き
合
う
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
子
ど
も
は
地
域
の

宝
」
と
い
う
深
い
愛
情
が
、
上
西
の
豊

か
な
教
育
環
境
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
本
会

を
ゴ
ー
ル
と
し
て
１
年
間
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
へ
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
！

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

　

自
営
業
者
な
ど
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担

す
る
国
民
年
金
保
険
料
は
定
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

保
険
料
は
、
ま
と
め
て
前
払
い
で
納
付
（
前

納
）
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。
前
納
に
は
、

現
金
払
い
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
口

座
振
替
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
で
前

納
す
る
と
、
割
引
率
が
高
く
、
手
間
も
か
か

ら
ず
に
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
、

便
利
で
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
申
込
み
方
法

　
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）

申
出
書
」（
市
国
民
年
金
係
に
備
付
）
に
記

入
し
、
市
国
民
年
金
係
や
金
融
機
関
の
窓
口

へ
提
出
し
ま
す
。
申
出
書
に
は
、
預
貯
金
口

座
番
号
、
金
融
機
関
へ
の
お
届
け
印
の
押
印
、

基
礎
年
金
番
号
等
の
記
入
が
必
要
で
す
。

★
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
お
申
込
み
に
は
、

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

６
か
月
前
納
…
４
月
〜
９
月
分
↓ 

２
月
末
ま

で
、
10
月
〜
翌
年
３
月
分
↓ 

８
月
末
ま
で

１
年
前
納
…
４
月
〜
翌
年
３
月
分
↓
２
月
末
ま
で

２
年
前
納
…
４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
↓
２
月
末
ま
で

★
現
金
払
い
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で

２
年
前
納
を
ご
希
望
の
場
合
、
申
出
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

前　納　保　険　料　額　　　〈平成 29 年度の金額〉　　　　　　　※（ ）内は割引額

２年分

393,960 円

379,560 円
（△ 14,400 円）
378,320 円

（△ 15,640 円）

１年分

197,880 円

194,370 円
（△ 3,510 円）
193,730 円

（△ 4,150 円）

６ヶ月分

98,940 円

98,140 円
（△ 800 円）
97,820 円
( △ 1,120 円 )

１ヶ月分

16,490 円

前納制度 なし

16,440 円
（△ 50 円）

納付方法

割引がない場合

現金支払い
クレジットカード納付

口座振替

前

納

●
20
歳
過
ぎ
の
若
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
を
み
る
と
、
20
〜
22

歳
の
相
談
件
数
は
、
18
〜
19
歳
の
未
成
年
者
と
比
べ
て
多
く
、
そ
の
契
約

金
額
も
高
額
で
す
。
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ル
チ
取
引
、
エ
ス
テ
に
関
す

る
相
談
が
上
位
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

親
権
者
の
同
意
を
得
ず
に
未
成
年
者
が
行
っ
た
契
約
は
原
則
と
し
て

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
成
人
に
な
る
と
そ
の
よ
う
な
保
護
は

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
社
会
経
験
の
乏
し
い
若
者
を
ね
ら
い
撃
ち
す

る
悪
質
な
業
者
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
２
０
１
８
年
版
く
ら
し
の
豆
知
識
」
か
ら
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

《
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
》

　

い
っ
た
ん
契
約
す
る
と
、
自
己
都
合
で
簡
単
に
契
約
を
や
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
身
近
な
人
に
相
談
す
る
な
ど

冷
静
に
な
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
を
せ
か
さ
れ
て
、
安
易

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
締
結
し
た
り
、
借
金
を
し
た
り
し
て
高
額
な
契

約
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
も
大
切
で
す
。

●
不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【事例 1】儲かる話があると友人に言われ、
喫茶店でＡ氏に会った。Ａ氏から「仮想通
貨で儲かる。そのために100万円必要だが、
１人勧誘すれば 40 万円入る。3人誘えば元
が取れる」と勧められた。

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306

　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

※納めた国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象となります。
※２年前納された方は、各年に分割して申告することもできます。

【事例 2】インターネットで痩身エステのモ
ニター募集の広告を見て店舗に出向いたと
ころ、15 回で約 20 万円のコースを勧めら
れた。母親に相談しようとしたが、「今日
中に契約すれば安い、20 歳だから自分で決
めればよい」などと言われ、契約してしまっ
た。3回通った後で解約を申し出たが、施
術代とクリーム代など 13 万円請求された。

　未成年者取消権の保護がなくなる 20 歳
になった途端に勧誘を受けたり、ＳＮＳで
知り合った人から勧誘を受けたりすること
で、高額な契約をしてしまうことが少なく
ありません。また、高額な契約をするに当
たって、「月の支払額は少ない」とクレジッ
ト契約の利用を勧められたり、消費者金融
等で借金をして支払うように言われた事例
もあります。

《トラブルの特徴》



Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
37
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

毎
年
２
月
は
全
国
生
活
習
慣
病
予
防
月
間
で
す
！

「
一
無
・
二
少
・
三
多
」
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

○
「
一
無
（
い
ち
む
）」
と
は
…
禁
煙
の
勧
め
で
す
。
喫
煙
は
が
ん
を
は
じ
め
、

心
血
管
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

○
「
二
少
（
に
し
ょ
う
）」
と
は
…
少
食
・
少
酒
の
勧
め
で
す
。

・
少
食
…
お
腹
い
っ
ぱ
い
（
満
腹
）
ま
で
食
べ
る
習
慣
を
や
め
、
腹
八
分
目
で
止

め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
偏
食
を
せ
ず
、
よ
く
噛
み
、
三
食
を
規
則
正
し
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
少
酒
…
ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
あ
れ
ば
良
薬
で
す
が
、
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
を
。

飲
む
場
合
で
も
ビ
ー
ル
で
あ
れ
ば
中
瓶
１
本
、
焼
酎
で
あ
れ
ば
０
・
５
合
程
度
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
「
三
多
（
さ
ん
た
）」
と
は
…
多
動
・
多
休
・
多
接
の
勧
め
で
す
。

・
多
動
…
身
体
を
活
発
に
動
か
す
こ
と
は
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
よ
く
歩
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
多
休
…
睡
眠
は
１
日
７
〜
８
時
間
、
仕
事
を
し
な
い
休
日
を
１
か
月
に
６
日
以

上
と
っ
て
、
心
と
身
体
を
し
っ
か
り
休
め
ま
し
ょ
う
。

・
多
接
…
多
く
の
人
と
交
流
し
、
様
々
な
物
、
事
柄
に
興
味
を
も
ち
接
す
る
こ
と

で
創
造
的
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

★
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
一
無
・
二
少
・

三
多
」
を
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

参
考:

日
本
生
活
習
慣
病
予
防
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

平
成
29
年
12
月
23
日
（
土
）
10
時

26
分
22
秒
に
気
候
変
動
観
測
衛
星

「
し
き
さ
い
」（
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
‐
Ｃ
）
及

び
超
低
高
度
衛
星
技
術
試
験
機
「
つ

ば
め
」
を
載
せ
た
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
37
号
機
が
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
37
号
機
は
正
常

に
飛
行
し
、
打
上
げ
後
約
16
分
13
秒
後

に
「
し
き
さ
い
」
を
、
約
１
時
間
47
分

59
秒
後
に
「
つ
ば
め
」
を
正
常
に
分
離

し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

金
井
宇
宙
飛
行
士
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
活
躍
中
！

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245

■
打
上
げ
予
定
日　

２
月
25
日
（
日
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻

　

13
時
〜
15
時
（
日
本
標
準
時
間
）

※
打
上
げ
当
日
は
、
宇
宙
科
学
技
術

館
及
び
施
設
案
内
ツ
ア
ー
は
臨
時
休

館
、
臨
時
運
休
い
た
し
ま
す
。

■
打
上
げ
予
備
期
間

　

２
月
26
日
（
月
）
〜
３
月
26
日
（
月
）

　

平
成
29
年
12
月
17
日
（
日
）
に
ロ

シ
ア
の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
（
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
）
か
ら
、
ソ
ユ
ー

ズ
宇
宙
船
で
宇
宙
へ
飛
び
立
っ
た
金

井
宇
宙
飛
行
士
は
、
12
月
19
日
（
火
）

に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ

Ｓ
）
に
到
着
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
の
長
期

滞
在
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

金
井
宇
宙
飛
行
士
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
第

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
38
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
決
定
！

54
次
／
55
次
長
期
滞
在
ク
ル
ー
の
フ
ラ

イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
保

全
や
宇
宙
環
境
を
利
用
し
た
日
本
及
び

国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
の
科
学
実
験
、
医
学

実
験
な
ど
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
き
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
金

井
宇
宙
飛
行
士
の
最
新
の
作
業
状
況

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
金

井
宇
宙
飛
行
士
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
か
ら
、ツ
イ
ッ
タ
ー

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

《
金
井
宇
宙
飛
行
士
最
新
情
報
》

http://tw
itter.com

/Astro_kanai



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3745 4169 7914 3972
上西 239 257 496 273
下西 1070 1202 2272 1182
国上 535 595 1130 599
伊関 192 202 394 210
安納 199 223 422 229
現和 614 644 1258 674
安城 142 161 303 170
立山 49 46 95 52
中割 46 45 91 58
古田 181 224 405 203
住吉 417 483 900 504

［火　災］
出火件数　 1 件
うち建物　 1 件
［救　急］
出動件数　85件
うち急病　51件

発生件数　 1 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 1 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

　

紬つ
む
ぎ葵

女
大
士

桂
子

榕
城
中
目

　

千ち
あ彩

女
譲
二

美
奈
子
小
牧

石
井　

愛え

ま麻

女
真
二

智
子

古
田
中
之
町

和
田　

空そ
ら

女
卓
也

麻
美

東
京
都

深
田　

大た

い生

男
健

裕
可
里
納
曽

大
河　

友と
も
き樹

男
和
士

香

国
上
中
目

大
木　

咲さ

く來

男
謙
信

千
幸

榕
城
中
目

［人口］
全体 15,680 人（－ 9）
男性 7,429 人（－ 8）
女性 8,251 人（－ 1）
［世帯数］

世帯（－ 1）
（　）内の数字は前月比

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

古
市　

信
義

東
町

古
市　

ト
メ

平
石　

ヤ
エ

湊

平
石　

進

塰
河　

実

塰
泊

塰
河　

ケ
イ

大
河　

直
滿

湊

大
河　

ス
ミ

田
中　

シ
ノ

浦
田

田
中　

正
治

渡
邉　

国
雄

川
迎

渡
邉　

ヨ
ウ
子

迫
田　

信
男

川
氏

迫
田　

ツ
ヤ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

鮫
島　

律

96

松
畠

中
川　

茂
寛

85

柳
原

山
口　

鉦
造

91

鞍
勇

茅
切　

富
夫

78

鴨
女
町

岩
坪　

修

70

塰
泊

丸
野　

米
藏

82

池
之
久
保

竹
之
内　

カ
ツ
子

75

枦
之
峯

桑
山　

チ
ヨ

87

西
町

竹
之
内　

年
男

86

竹
鶴

福
永　

栄
一

68

鴨
女
町

岡
村　

タ
ツ

101

松
畠

松
元　

愛
子

84

上
石
寺

坂
元　

嘉
也

78

庄
司
浦

坂
下　

登

59

美
浜
町

濵　
　

キ
ヨ
子

85

浅
川

中
山　

武

22

現
和
上
之
町

榎
本　

義
則

70

軍
場

平
見　

輝
夫

88

美
浜
町

小
山
田　

一
己

74

天
神
町

栗
山　

寄
良

76

浅
川

（
氏
名
）　
　

（
住
所
）

川
脇　

裕
太　
　

塰
泊　
　

　
　

＆

積　

香
織　
　

中
種
子
町

勝　

礼
雄
斗　
　

東
町　
　

　
　

＆

宮
薗　

百
伽　
　

東
町

赤
木　

大
洋　
　

庄
司
浦

　
　

＆

荒
河　

愛
美　
　

中
野

馬　
　

修

83

川
迎

加
世
田　

ミ
ツ

80

池
之
久
保

德
永　

重
保

80

深
川

坂
中　

フ
ミ
エ

87

塰
泊

佐
藤　

芳
子

83

鹿
児
島
市

濱
田　

嘉
三
太

90

塰
泊

牧
瀬　

ヒ
サ
ヱ

97

東
町

上
妻　

香

70

深
川

山
口　

ツ
ギ
エ

88

村
之
町

森
田　

次
男

69

天
神
町

岡
元　

キ
ミ
エ

95

奥



　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、市
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日（
次
月
掲
載
分
）

ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

寒
空
に
疲
れ
て
帰
る
わ
が
家
に
は
窓
に
明
か
り
が
優
し
く
と
も
る

年
賀
状
こ
の
私
に
も
多
く
来
て
昔
を
し
の
ぶ
三
時
間
な
り

雨
上
り
砂
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地
さ
れ
吟
行
の
朝
小
鳥
さ
え
ず
る

い
て
ふ
の
木
音
を
し
の
び
て
散
り
は
じ
む
南な

ん
ご
く国

な
れ
ば
黄
と
は
な
ら
ず

海
荒
げ
岩
場
に
う
た
れ
砕
け
散
り
フ
ワ
フ
ワ
フ
ワ
と
波
の
花
と
ぶ

歌
碑
巡
り
い
に
し
え
人
と
の
挨
拶
は
親
し
み
こ
め
て
「
め
っ
か
り
申
さ
ん
」

年
老
い
て
右
も
左
も
荒
地
あ
り
年
金
貰
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

旅
を
し
て
車
窓
明
け
て
眺
む
れ
ば
続
く
田
園
都
の
里
か

海
に
き
て
お
ろ
が
む
初
日
東し

の
の
め雲

を
朱
に
そ
め
あ
げ
て
今
昇
り
く
る

負
け
て
泣
き
勝
ち
て
も
泣
い
た
孫
力
士
も
ら
い
泣
き
す
る
土
俵
の
袖
で

鉄
砲
の
た
め
に
異
国
に
嫁
ぎ
た
る
若
狭
の
墓
碑
を
初
に
お
ろ
が
む

雲
之
城
の
片
隅
に
た
つ
「
歌
子
」
の
碑
落
葉
を
掃
き
て
し
ば
し
佇
む

里
人
の
の
ど
か
な
笑
い
感
じ
つ
つ
湯
け
む
り
た
な
び
く
昭
和
を
思
う

一
人
居
の
深
夜
テ
レ
ビ
の
有
難
さ
眠
れ
ぬ
夜
の
心し

ん

の
友
達

荒あ
ば

ら
家や

に
い
つ
の
間
に
や
ら
蔵
書
群
思
い
に
つ
れ
て
選
び
や
楽
し

年
の
瀬
と
聞
き
て
家
族
が
集
ま
り
ぬ

村
之
町
・
岩
崎　

真
一

わ
ら
び
苑
・
折
戸
イ
ク
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

納
曽
・
河
内　

雅
美

野
首
・
笹
川　

満
子

花
里
崎
・
園
田　

時
博

鴨
女
町
・
園
田　

又
男

鴨
女
町
・
園
田　

睦
子

中
西
・
髙
重　

孝
子

美
浜
町
・
中
川
リ
ン
子

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

西
町
・
濱
田　

千
代

上
能
野
・
福
元　

秀
義

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

本
立
・
吉
永　

正　

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
し
の
ぶ

区　分 島内産 島外産
入荷量 16 トン 35 トン
51 トン （31％） （69％）
取引額 699 万円 760 万円
1,459 万円 （48％） （52％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,323 237 6,598 752
葉 茎 菜 類 1,371 657 11,990 2,145
果 菜 類 81 15 2,883 1,426
そ の 他 7,318 1,570 5,056 1,241
小 計 11,093 2,479 26,527 5,564

果
物
類

かんきつ類 3,664 1,589 999 300
果 瓜 類 0 0 103 21
そ の 他 356 697 6,248 1,019
小 計 4,020 2,286 7,350 1,340

鳥卵・加工品等 630 650 1,241 408

花　類
32,149

1,570
6,590

283
本 本

青
果
状
況
【
12
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
2
月
の
休
み
》　

4
日
・
7
日
・
11
日
・
12
日
・
18
日
・
21
日
・

25
日
・
28
日

【開催日時】
　２月 24 日（土）
　18時30分開演（18時開場）
【場所】市民会館
【入場料】無料

【ゲスト】
　種子島ウインドアンサンブル
【プログラム】
　（１部）テーマ「四季」
　　　　　春の歌　他
　（２部）ゲストステージ
　　　　種子島ウインドアン
　　　　サンブル
　（３部）時代を超えて愛され
　　　　る歌　青春時代　他

♩

【主催】
　西之表市民合唱団
　「コールわかさ」
【後援】
　西之表市
　西之表市教育委員会
　西之表市文化協会
　鹿児島県合唱連盟
　南日本新聞社

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
１
月
１
日
、
天
女
ヶ
倉
の
初
日
の
出
。
年

末
年
始
の
空
は
雲
が
多
く
、
日
の
出
を
拝
む
に
は
あ
ま
り
芳

し
く
な
い
予
報
。
そ
れ
で
も
現
地
に
は
多
く
の
人
が
足
を
運

び
、
初
日
の
登
場
を
喜
び
ま
し
た
。

▽
昨
年
の
流
行
語
大
賞
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」。
人
が
ま
ば
ら
に

な
っ
た
頃
、
ス
マ
ホ
を
操
り
、
初
日
を
バ
ッ
ク
に
様
々
な
ポ
ー

ズ
を
決
め
る
若
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

▽
写
真
は
羽
生
善
治
氏
の
受
賞
を
祝
う
セ

レ
モ
ニ
ー
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る

日
本
将
棋
連
盟
種
子
島
支
部
の
瀬
下
支
部

長
（
左
）
と
砂
坂
副
支
部
長
（
右
）。
砂

坂
副
支
部
長
は
、
28
年
前
に
羽
生
氏
が
来

島
時
、
将
棋
を
指
し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
。

当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
お
祝
い
の
言
葉
と
今
後

へ
の
期
待
、
応
援
の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。（
公
）



3 5日昇製糖工場

「ふるさと認証食品」
認定商品

「ふるさと認証食品」
認定商品

２
０
１
８
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」を
記
念
し
て

年

大
河河

西
郷

んん
」
記記
念念

「
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｎ 

＆ 

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」 

発
売

化粧箱入りお買い求めはお近くの販売店さんで。

種
子
島
の
大
地
で
育
ま
れ
た
さ
つ
ま
芋
と
鹿
児
島
県
産
の
米
イ

ク
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
芋
焼
酎
。

「
ひ
と
き
わ
滑
ら
か
な
飲
み
口
、
芋
の
甘
味
と
気
品
あ
る
香
り
」

が
楽
し
め
ま
す
。

楽
が

鹿児島県限定品3年貯蔵
●容量/500㎖ ●アルコール度数/25度

　　　     1本1,580円

高崎酒造：芋焼酎
奄美酒類：黒糖焼酎
徳之島の清らかな水と黒糖を原
料に、昔ながらの黒麹仕込みと、
先進の白麹仕込みの原酒をブレ
ンドした奄美黒糖焼酎との 2本
セット。

「西郷どん」コラボ焼酎

高級オリジナルパッケージ入り

ご贈答品にも最適!

お電話下さい!資料送ります!

鹿屋海技
TEL.0994-43-2853
FAX.0994（43）5987

松下モータース
☎23-1333西之表

種子島漁協本所
☎23-2070西之表

マリンハウス臼元
☎23-0121西之表

フィッシングラッキー種子島
☎23-0501西之表 主催：㈱ボート免許センター

3/3　　夕方6:30～
南種子町研修センター（南種子）

3/4　　　昼1:00～
種子島産業会館（西之表）

更新
失効講習

8.800円更新
16.500円失効

※写真撮ります。送料もサービス!

当日
OK!

土

日

3/4　　　朝9:30～
中種子町中央公民館（中種子）

日

取
次
店

3月
開講!!
3月
開講!!

各種クレジットカード・ローン支払い可

ボート免許取得ボート免許取得ボート免許取得ボート免許取得

◎取次店に詳しい日程案内、申込用紙を準備してあります。

しめきり
2/19月

2級コース

1級コース

通常料金124.000* 1 1 9.000*➡
通常料金

2級コース

147.000*

105.400*
1級コース 124.950*138.000* 15%引!

5.000*引

9.000*引

➡

干支割引 限定

戌年生まれの方戌年生まれの方

島間港予定学科
会場

学科
実技南種子・中種子・西之表 いずれかの会場

3/1 18時～ 1・2級船舶 同時開催木
● 1級船舶…3日半、 2級船舶…2日間 ●

詳しい日程は問い合わせください。
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